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三 田 市 の 地 域 性

星 野 輝 男

は じ め に

ときどき三 田市香下 の小宅 に出かけ るが,こ こは三 田駅 か ら道の りで5km,い

わ ゆる旧市内だが高燥 な緑の土地に空気は澄み騒音や汚染か らも縁遠 い。 芦屋の

自宅か ら35km,自 動車 で約1時 間,大 都市 圏か らこんなに近 くに,こ んな別天地

があろ うとは本当に意 外だった。 ここらあた りに三田市の地域性 を窺が うことが

できよ う。六 甲連 峯と武庫川の狭隘 とい う自然的障害が都市化の激浪を防いで,

未だに田園の景観に溢れた三田市 なのであ る。 しか し漸 く変貌の時期を迎 えよ う

として北 摂二a‐ タウンの造成 も進んでい る。 以下の文 は 「関西学院史学」 に

"三 田市の地域構造"と 題 して書 いたのにいささか手 を加 え簡 略に した ものであ

る。

1

三 田市 を歴 史的Gz眺 めてみ ると,古 くよ り文化が開けた地方のよ うであ る。市

域内各所 よ り石器 ・青鏑器や縄文式土器 などの発見 も多 く,す で6z上 古 よ り河川

ぞいの山間各地cz人 が住みついた と思われ る。 また弥生式土 器や古墳 とな ると数

も多 く,こ の頃には南部丘陵地帯には集落 も発生 した如 くである。古墳 は市内で

確認 されただ けで も百基を越 え,農 耕 関係の出土品 も数 が多い。大化改新によっ

て水田の分布 と村里の統一整備がはか られ,三 田 ・三輪 ・貴志 ・加茂 ・藍 。本庄 ・
i)

高平 などに正 しい地割が生 まれた。

金心寺は非業の死を遂げた孝徳天皇の皇子有間皇子の菩提を とむ らって建て ら

れたと伝えられる諤 定慧上入(藤 騰 足の長子)に よ。て皇子の所領であ。た

三田の地 に創建 された。広大な伽藍 と寺域 は戦国の兵乱によ って亡失 し,い ま天

神丸岡にある金心寺は往昔の場所 とは違 うが,三 田の中心部はこの寺の門前町 と
3)

して7世 紀の後半にはじま り中世 を通 して発展 をみたの である。
おおむら

荘園時代Fzは もと大神の郷であったこの地は,貴 志荘・松山荘 ・小野荘。藍荘 ・

野々倉荘などに分れていたが,高 平地区だけはもと羽東郷で摂津多田源氏の荘園

であった。

旧有馬郡の中心として三田城ができたのは約600年 前で,赤 松義祐が足利幕府
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か らこの地方を治 めるよ うに命ぜ られ,城 を構 えた頃か らで あるとされてい る。

戦国時代に入 っての ち,有 馬則景 ・赤松村秀 ・荒木平太夫 ・山崎家 などの武将が
4)

っ ぎっ ぎbz三 田を治 めていた。

江戸時代に入って,は じめ有馬豊氏 ・松平重直な どの大名が治めたが,寛 永10

年(1633)に 九 鬼久隆 が鳥羽か ら転封 され,三 田藩 として 明治 にな るまで13代

236年 間 にわた って九鬼時代が続 き,三 万六千石の 城下町 が栄 えた。ただ高平地

区は多田の高平三千石 といわれ,青 木一重を初代 として寛永3年(1626)以 来摂 津
5)麻 田藩青木氏

の所領であ った。

明治維新を迎 え,明 治4年 に兵庫県 となるまでの間 「三 田県 」として旧陣屋 に

藩庁がおかれていた。その後,時 代の進展 とともに各町村の統廃合な どをみなが

ら,鉄 道の開通な どとと もに阪神 ・神戸 との交流が進 み,三 田は次第 に都市化の
6)

影 響を受け今日yL至 った。

2

三 田市 は昭和33年(1958)7月1臼,兵 庫県 における20番 目の新市 として市制

を施行しその誕生 をみた。 その経緯 をみ るに,有 馬郡三田町 ・三輪町 ・広野村 ・

小野村それに高平村が昭和31年9月30日 に合併 して三田町 とな り,さ らに相野町

(藍 村 ・本庄村が合

併 して相野町 を昭 和

31年3月31日 に新設

した)を も昭和32年

7月18日 に合併 して,

か っての有馬郡の残

存地域 を一本 とした

大鬮団結が成 り新 し

い三田町 となった。

それが町村合併促進

法によ り人 口要件が

3万 人以上に と規準

が引下げ られたので,

ここに人 口33,755入

・世帯数6,512・ 面

積211.9砺 を以て市
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7)制施 行をし

たのであ る。

か つての有馬郡は,ま ず有馬町 と有野村が神戸市に昭和22年3月 編入 され,つ

いで山口村 と塩瀬村が西 宮市に昭和26年4月 編入 され,さ らに八多村 ・大沢村 ・

道場村が神戸市に同年7月 編入 され たの で,こ こに北 半が残 されて2町6力 村 と

なった。町村合併の気運 に乗 り合併が考 え られ,ま た神戸市への併合 も策せ られ

たが,長 尾村 のみが神戸市に昭和30年10月15日 編 入 され,残 存 した町村 の前途は

憂慮 され る状態であった。 そこに有馬郡 一町の構想が実現し,迂 余曲折 のす え新
8)三

田町が生 まれたのであ った。

第1表 三田市の成 立および周辺町村の推移

年 月 日 範 囲 面 積 摘 要

M22.4.1

明 治

有 馬 郡

(2町12村)

婦

337.15

三田町、三輪村、貴志村、中野村、小野村、

本庄村、藍村(以 上三田市)湯 山(有 馬)町 、
有野村、八多村、大沢村、道場村(以 上神戸市)
山口村、塩瀬村(以 上西宮市)

M29.4.1 (2町13村) 371.00 川辺郡高平村が有馬郡に編入。

M35.5.1 (2町14村)〃 道場村の西部が独立して長尾村がで きる。

S2.4.1

昭 和
(3町13村) 〃 三輪村が町制施行 し、三輪町となる。

S18.12.20 (3町12村) 〃
中野村と貴志村が合併、広野村となる(貴志村の
池尻、下深田、上深田、貴志は三田町へ編入。)

S22.3. (2町11村) 332.55 有馬町と有野村が神戸市に編入。

S26.4.1 (2町9村) 284.22 山口、塩瀬の両村が西宮市に編入。

szs.z.i (2町6村) 224.97 八多、道場、大沢の各村が神戸市に編入。

S30.10.15 (2町5村) 211.90 長尾村が神戸市に編入。

S31.3.31 (3町3村) 〃 藍村と本庄村とが合併して相野町となる。

S31.9.30 (2町) i/
三田町、三輪町、広野村、小野村、高平村が合
併し、新三田町となる。

S32.7.18 (1町) 〃 三田町と相野町とが合併し、三田町となる。

S33.7.1 三 田 市 市制施行、三田市 となる。有馬郡廃止。

資料:三 田市史

要するに有馬郡の取り残された北半の部分が三田市となった形で,現 在は境域

も安定し地方自治体 として順調な発展を続けているものの,健 全な都市構成 を考

えた時に問題なしとはいえない。それだけ神戸や阪神の都市勢力の影響が大であ

ったわけであろうが,現 在の三田市は中心をなす市街地地区がその南端にあり,

内陸都市としての形状はいささかの偏跛である。 このような三田市の市域は,急



第2表 旧有馬郡の人口。面積

地 域 面 積 崩 人 口 人口密度

三 田 市 211.90 33,090 156

小 野 42.99 1,819 42

臺 平
二 輪

33.85

28.24

2,825

9,379

83

332

三 田 12.83 ,.. 662

広 野 38.83 5,074 131

藍 30.49 2,692 88

本 庄 24.67 2,802 114

神 戸 市
有 馬 8.30 3,539 426

有 野 30.15 14,696 487

道 場 21.41 3,640 170

八 多 24.06 2,665 111

大 沢 13.68 1,588 us

長 尾 13.07 2,088 160

西 宮 市
塩 瀬 24.64 6,812 276

山 口 23.79 4,343 183

合 計 371.00 72,461 195

資料:45年 国勢調査

5

峻な六甲 山地 を越 え,ま た狭隘な

武庫 川溪 口を通 して伸びる大都市

の影響力の強 さを示 す ものである

とと もに,三 田市自体の都市的活

動力の微弱 さを物語 るものであ ろ

う。

か くして三 田市街地を中心 とす

る半径約10黼 の都市圏を考 え,旧

有馬郡を一体 的な地域 としてみな
9)す

ことは時 に必要であ る。 この場

合,神 戸 市 ・西宮市の一部を含み,

面積は400紡 に近 く入口 も7万 余

とな る。

3

三 田市 は兵庫県の南東部にあ り,

神 戸よ り20km,大 阪 より30kmあ

りに位置 して,阪 神地域の外縁 をなしている。 ちなみに市役所の位置は東経135

度13分,北 緯34度53分 で ある。 その四囲をみるに,南 は神戸市,東 は川辺郡 と

宝塚市,西 は美嚢郡 と加東郡,北 は多紀郡 に囲まれた内陸にあ り,武 庫川中流の

盆地 を中心 に展開してい る。総面積 は211.9舫 で,県 下21市 の うち神戸市 ・姫路

市につ ぐ広 さである。 その形状 は,東 西19.3km,南 北17.8kmの ほ ぼ円に近い形

をなしてい るが,都 市的重心 は南部に偏 している。

地形 は北部 と東部に高 く,北 部に虚空蔵山(595.6nt)・ 峰 山(697.7m)・ 三 国ケ

嶽(648.2m)・ 千丈寺 山(589.6m)な ど,東 部に大船山(653.lm)・ 羽 東山(523.4

m)な ど,標 高500～700η2の 丹波高原に属する山々が連 らなり,西 南 部は概ね標

高300mま での丘陵台地 となって波状 の起伏が播州平野 に続 いてい る。 この 山間

に武庫川 とその支流が流れて,小 さな平野や盆 地を形成 して,こ の盆地や台地上

に多 くの集落が発達 してい る。 平野 は武庫川 およびその支流沿い にわずかに開け

てい る程度で,南 部の三 田盆地が最 も広 く,こ こに三田 市の中心をなす三 田地区

・三輪地区の市街地 が立地 し,北 部 に広 く背後の農村地域の生活圏を擁 してい る。

武庫川 は多紀郡丹南町谷 山付近に源 を発し,市 域内の多 くの支流 を集めて北西か

ら南東 に流れ,西 宮市 ・尼 崎市 を経 て大阪湾に注 いでい る。 か くて市域の西端部
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第3表 県下都市総 覧

都市名
」

市制施行
年 月 日

面 積 人 口 人口密度1平方 肋
女100人
につ き男

神 戸 市 明 治22.4.1 537.30 1,288.937 2,399.5 97.7

姫 路 市 明治22.4.1 268.10 408,353 1,523.1 96.1

尼 崎 市 大 正5.4.1 48.95 553,696 11,318.4 103.0

明 石 市 大 正8.11.1 47.33 206,525 4,363.5 100.6

西 宮 市 大 正14.4,1 96.481377,043'1: zoo.i

洲 本 市 昭 和15.2.11 124.04144,499 358.7 85.3

芦 屋 市 昭 和15.1L10 is.07170,938 4,414.3 92.8

伊 丹 市 昭 和15.11.10 25.09 153,763 6,128.S 104.4

相 生 市 昭 和17.10.1 90.40 40,657 449.7 99.4

豊 岡 市1昭 和25.4,1
1

162.11 44,094 272.0 90.7

加古 川司 昭和 ・5.6.・5 97.34 127,112 1,354.3 100.3

竜 野 市 昭 和26.4.1 70.31 36,105 513.5 93.5

赤 穂 市 昭和26.9.1 127.02 45,942 361.? 93.3

西 脇 市 昭 和27.4.1 96.44 37,934 393.3 83.3

宝 塚 市 昭 和29.4.1 101.89 127,179 1,248.2 97.0

三 木 市 昭 和Zs.6.1 120.04 41,245 343.6 95.2

高 砂 市 昭 和29.7.1 33.53 ・:'ll 2,054.9 101.9

川 西 市 昭和29.&1 53.75 87,127 i,s2i.o 99.4

小 野 市 昭 和29.12.1 93.84 39,623 400.9 93.6

三 田 市 昭 和33.7.1 211.90 33,090 156.2 95.2

加 西 市 昭 和42.4.1 150.44 48,354 321.4 93.7,

(注)面 積,人 口,人 口密 度,性 比 は昭和45.10.1現 在

大川瀬地区を流

れる加古川の支

14の東条川のほ

かは,こ とごと

くこの武庫川の

流域となってい
10)る

のである。

地質的にみて,

三田市域は丹波

高原の内でも石

英粗面岩の噴出

している南部に

属し東西走向の

断層線が多く,

たとえば有馬温

泉や篠山盆地の

形態などはこの

種の断層線の影

響を受けている。

この高原内には

亀岡 ・福知山 ・

篠山などの断層

盆地が介在し,

三田盆地 もこの

断層盆地の一つ

で沖積平野 となった ものである。三田盆地 はもともと水の吐け口の乏しい細 長い

断層湖盆であった ものが,そ の 後の土砂の堆積 と武 庫川の開析 によ る水の流出 と

でw閭 平野 に変 ったのであ る。現に3段 の段丘が この盆地に認められ る。 また豪

雨が降れば盆地に集ま った水 を吐 き出 し得ず浸水騒 ぎを惹 き起 こし,三 田市の災

害の一つの原 因 をなしてい る210)

気候 に関して三田市は,大 阪湾 の北岸か ら北へ約20kmの 内 陸にあ り,こ の 間に

六甲山が1000yn近 くの高 さで遮 えぎり,市 域内に山地が多 く中央部武庫川沿 いの

三田盆地 も標高140〃zで あるので, .内 陸性気候の様相 をかな り明白に示 している。
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iz)す なわ ち夏

は高温 とな り最高気温摂氏35度 以上に,冬 は低温 となり最低気温摂氏

氷点下11度 以下響なり,日 較差 も割合大きく霜氷期間も長い。年平均気温は摂氏

13.3度 で神戸 より2度 程低 く,と くに冬季は3度 前後,夏 で も1度 前後気温が低

い。年 間降水量は1500mm内 外 で輝戸よ り若千多 く,と くに5月 や8月 は30～50

mmの 差 はあ るが,そ れで も水田に必要な溜池は多数分布 している。要す るに瀬戸

内式気候 に属しなが ら,海 岸か ら近距離に も拘 らず,か な り内陸性的な気候 を呈

しているとい うことが で きるが,こ の ことは靄霧の発生の多い ことに もよ く表わ

れ ている。

三田市は総面積 の約8割 が山林で 占め られている。 しかし,古 くよ う開墾 され

林相は浅 く原始林は無 く,た だ永 沢寺国有林のみわずか に杉 ・ひの き・松 。とが ・

もみな どの巨樹が残っていたが,そ れ も近年伐採 されてしま った。 そして,こ こ

に生息す る生物 も,近 畿中部の もので,特 産種は極 めて稀れである。 しかし,暖

地 気候性の山陽側の生 物 と寒地気候性の山陰側の生物の両地方の ものが入 り交 り,
15)

種 類 は割合 に豊 富であ る。現在,900種 の植物が天然 に自生 している。

4

三 田市の人 口は昭和49年9月1日 現在で,世 帯数8,861,総 人 口33,920入,男
is

これを15年 前の市制施行の昭和33年 当時 と較16,523人,女17,397人で ある。

べて眺めると,世 帯数6,868,総 人 口32,673人,男15,802人,女16,871人 で あ

って,出 生 ・死亡の 自然増 を考 えればほ とんど停滞の状態にあ り,大 都市近 くの

第4表 地区別人口 (昭 和47年10月1日 現在)

地 区分
世 面 積 人 口 人口密度
帯

区別 数 黼 男 女 計 (1砺 当 り)

三 田 3,302 12,83 4,165 4,349 8,514 664

三 輪 2,628 28.24 4,563 4,843 9,406 333

広 野 1,357 38,83 2,740 2,742 5,482 141

小 野 399 42,99 937 923 i,sso 43

高 平 634 33,85 1,390 1.516 2,906 86

藍 639 30,49 1,346 1,417 2,763 91

本 庄 646 24,67 1,282 1,365 2,647 io7

計 8.605 211.90 16,423 17,155 33,578 158

資料:市 民課

田園都市の様相 を

うかが うことがで

きる。

人 口分布 を地区

的にみ ると第4

表の如 くであ り,

三 田地区 ・三輪

地 区が他ZL比 し

て著し く集中地

であることが判

り,三 田市の中

心市街地 を形成

してい ることを
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示 してい る。すなわ ち三田 ・三輪地区の市街地に半数以上の17000人 が 集中 し,

広 野に5000人 で,そ の他の地区は2000～3000人 の 農村地帯である。 しかし,入

口密度 をみる と三田地区 ・三輪地 区ともそれ ぞれ1毓 当 り644人,333人 で三 田

市全域では158人 とな り,決 して高い数字ではない。 要 するに三田市は地方の農

村都市でしか ないのが現状 とい えよ う。

三田市を集落の面か ら考えると,中 心 部の近世九鬼藩の城下町であった 旧三田

町 を除いて もと もと市域は三田盆地 とその周辺の農村地域よ り成 り立 ち,都 市近

郊園芸農村であ り,蔬 菜 ・果物 ・花卉 ・植木な どの栽培が盛 んであ った。 その中

心地 をみ るに,'50年 前 には新地 ・三輪 ・高次の現在の駅前通 りは全 くの田園で道

路 もない状態で あったが,明 治32年7月17日 福 知山線(当 時の阪鶴 鉄道)の 開通

によ り三田駅が設け られて始めて駅前広場か ら郵便局 まで2000mの 新道 路 がで

きたのである。駅前通 りがで きたの は大正14年 であ り,さ らに昭和3年 末 よ り神

戸電鉄(当 時の神有電鉄)の 開通 によ り三田本町駅がで きて,こ の辺 りはいよい

よ発展をみたのである。新町 ・桶屋町 ・三輪明神通 りは街道の街村集落 として発

達した ものであ った。 本町通 りの家屋 は藩政時代か らの ものが大部分であ った。

駅前通 りは近年 急速 に発展す るに至 った もので,新 地街 も大正初年 は田園であ り,

当時は郵便局 も郡役所 も警察署 も本町の 中枢部 である桜の馬場通 りに集 中 してい

た。 それが後に本町通 りと京 口町の相会す る新地方面に移動 し,必 然的 に町の中

心が この方面に移 ることとなった。武 士屋敷の あった屋敷町 は明治期 に荒廃 した

が,昭 和 になって新地側の発展に平行 して高燥 住宅地 として発展した170)

現在 は,こ れ らの町がすっか り連櫓 し,広 い環状 道路 もで きて,三 田市 の中枢

市街地 を形成 す るに至 って いるのであ る。 しかし,市 街地か ら離れ た周辺の各地

区では,駅 前付近 な どを除 いては見 るべ き都市 的集落の ない農村集落が 大部分 で

あ る。 、

三田市の産業 について,第5表 の如 く国勢調査の産業別人口でその動 向 をみる

と,第1次 産業が29.7%と 比較 的高い比率 を占めてい る。しかし,そ れ を昭和35

年 ・昭和40年 に較べてみると,急 激な減少 をみせてい ることが判 る。また,第2

次 産業 は25・1%で ほ ぼ4分 の1を 占めてい るが,昭 和35年 ・昭和40年 に較べて

み ると,第1次 産業 とは対照的に急激な増加 をみせてい る。 さらに第3次 産業は

45.2%と か な り高い比率 であ り,昭 和35年,昭 和40年 に較べてみると僅 かに増

加 を示 してい る。

また三田市 の産業について,第6表 の如 く事業所 統計によ りその従業者 をみる

と,第1次 産業 は10人 で0.09%に しかな らな い。 第2次 産業は従業者4,007人
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第5表 三田市産業別人口の推移

年 別 35 40 45

産業分類 従業者数 構成比(%)[従業者数 構成比(%) 従業者数 構成比(%)

第 農 業 6,394 41.6 5,734 36.3 5,037 29.5

一
林 業 ・ 狩 猟 業 87 o.s 24 o.2 34 o.z

次
産 漁業 ・水産養殖業 i o.o 1 o.o 2 o.o

業
小 計 6,482 42.2 5,759 36.5 5,073 29.7

第
鉱 業 5 o.o 4 0.0 一14 o.i

二 建 設 業 611 4.0 753 4.8 345 5.5

次
産 製 造 業 2,052 13.4 2,407 15.2 3,335 rs.s

業
小 計 ..: 17.4 3,164 20.0 4,294 zs.r

卸売 業 ・小 売 業 2,162 14.0 2,429 15.4 2,677 15.7

金融・保険・不動産業 211 1.4 300 1.9 329 1.9

第 運 輸 ・ 通 信 業 935 6.1 1,023 6.5 1,092 6.4

三
電 気 ・ガ ス ・水道 業 124 o.s 89 0.6 94 0.6

次

産
サ ー ビ ス 業 2,394 15.5 .1: 16.5 3,038 iza

業 公 務 400 2.6 417 2.6 472 2.7

分類不能 の職業 一 一 7 一 i2 o.i

小 計 6,226 40.4 6,873 43.5 7,709 45.2

合 計 15,376 ioo.e 15,796 100.0 17,076 ioo.o

資料:国 勢調査

第6表 事業所数および従業者の推移

年別 38 41 44

産業分類 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数

農 林 ・ 水 産 業 0 0 2 2 3 io

鉱 業 2 6 2 7 0 0

建 設 業 61 452 80 707 105 920

製 造 業 157 903 167 2,008 202 3,087

卸 売 ・ 小 売 業 676 1,604 701 2,031 73S 2,450

金 融 ・ 保 険 業 29 164 25 205 22 245

不 動 産 業 9 51 is 62 19 ?2

運 輸 ・ 通 信 費 11 176 17 290 31 577

電 気 ・ガス ・水 道 業 6 42 10 66 ii 64

サ ー ビ ス 業 368 1,838 383 2,323 399 3,156

計 i,ais 5,236 1,405 Z701 1,530 10,581
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で37.87%を 占 めてお り,そ の内容 は製造業が3,087人 と圧倒的 であ る。 第3次

産業は6,564人 で62。04%を 占 めてお り,そ の内容 はサー ビス業の3,156入,つ

いで卸小売業の2,450人 が圧倒的に多 く,こ れ ら2業 種で85%を 占 めてい る。

これ らを第7表 の如 く兵庫県下の各都市 と較べてみ ると,第2次 産業 ・第3次

第7表 兵庫県各都市の産業別従業者比

市 名 第1次 産業 第2次 産業 第3次 産業難
神 戸 市 o.i 35.4 64.5 29.3

姫 路 市 0.2 49.2 50.6 25.2

尼 崎 市 0 56.5 43.5 18.3

明石 市 0.1 55.3 44.6 :・

西 宮 市 o.i 38.2 6ユ.7 16.3

洲 本 市 o.s 34.8 64.7 27.1

芦 屋 市 0.2 14.9 849 14.2

伊 丹 市 0.1 62.7 37.2 15.5

相 生 市 0 67.1 32.9 16.5

豊 岡 市 0.6 32.6 .. 29.7

加古川市 0 52.9 47.1 is.i

竜 野 市 o.s 52.9 46.3 15.8

赤 穂 市 ・ 0 54.3 45.7 16.3

西 脇 市 0 5&8 41.2 20.8

宝 塚 市 o.a 35.7 64.1 17.2

三 木 市 0 52.2 47.8 1乳6

高 砂 市 0 65.0 35.0 18.2

川 西 市 o.i 44.4 55.5 13.8

小 野 市 o.i 59.1 40.8 15.0

三 田 市 o.i 38.3 61.6 20.3

加 西 市 0.1 65.9 34.0 11.3

資料:44年 兵庫県事業所統計

産業の比率がかな

り高い ことが判 る。

この点,神 戸市 。

姫路市 ・洲本市 ・

豊岡市 ・宝塚市 と

並ぶ もので,第3

次産業の比率の高

い ことは都市 とし

ての三田の特色 を

よ く示してい る。

三 田市の農業は,

水 田農業が中心で

とくに特 徴的 な も

の はな く,こ の点

近隣の三木市 ・加

西市 などと似 た状

態 とい える。耕地

面積 は2,782加 で

あ るが,こ の中で

水田が2,613haと
1S)9

4%を 占めている。

主要農 産物 の収

穫状況 をみ ると第8表 の如 くであ り,米 が圧倒的 に多 く,蔬 菜は各地 で作 られ地

域的な偏 りは余 りない。三田の米は良質の酒米 として知 られていたが,近 年生産

量は漸減の傾向にある。 著 しいのは,10年 前 には2,000c近 く生産 され た麦類が

その1割 以下の量 となって激減の一途 を辿6て いることであろ う。 トマ トは高平

・広野 ・三輪の地区に多 く,レ タスは山間冷涼地の小野 ・高平地 区に多 く,イ チ

ゴは三 輪 ・広野 地区に多い。 その他 として,椎 茸 は高平地区 に偏ってお り,ク リ

は山間地方 に散在 し,お 茶は母子付近 の特産 となっている。



第8表 主要農作物収穫状況

品 名 作付面積 収穫量

水 稲 2,100 8.110

麦 類 9 is

い も 類 33 413

ト マ ト 13" 653

イ チ ゴ 22 363

白 菜 12 352

大 根 25 942

レ タ ス 81 i,ioo

e一 マ ン 13 481

単位:耕 作面積ha収 穫量 トン
資料 二第1次 兵庫農林・水産統計年報

昭和46年

ii

畜産 は乳牛 ・肉牛が主で,ブ タ ・ニ ワ トリ

は僅かでしかない。牛の飼育状況は第9表 の

如 くであ り,広 野 ・本庄地区にやや多いが,

全般 として各地区 に分散してみ られ る。 肉牛

は三田肉 として聞 えてお り,酪 農 も一時隆盛

の域に達 したが,し かし戸数 も頭数 も減少の

傾向にあ り,現 在は最盛時に較べ ると3分 の

1以 下 となってい る。

林業は建築用材 。薪炭 ・竹材のほか,マ ッ

タケの産地 として関西有数の土地であったが
19)

これ も近年の減少が著しい。

三田市の工業 は,市 制施行 当時 まではみ る

べ き ものが無か った。 しか し,昭 和34年 に 工場 誘致条例 を議決 し,昭 和35年 よ り

積極的な工業誘致の政策が推進 され,昭 和37年 には通産省の工場適地指定 を受け

た。 これらの指定工場 は重化学工業に偏してお り,と くに三菱電機の進出 とプラ

スチック機械の組合による工業 団地計画は

注 目されるべ きものであった。 しかし,時

代の経済環境の影響 もあって,三 菱電機は

規模 を縮小 し,市 街地西方の三輪 と広野に

またが る地域に農地 約20haを 買 収して造 ら

れた工業 団地 も当初の計画を変更せ ざるを
20)得

なか った。

三 田市の工業の現状 を工業統 計よ り地区

的に眺 めて みると第10表 の如 くであ り,従

業員20人 以下の小規模工業事業所が81%を

占めてお り,木 材 ・木製品 ・食品の比重が

依然 高 く,機 械 ・金属 ・電機 ・自動車部品

第9表 乳牛 ・肉牛の頭数

乳 牛 肉 牛
地区
戸数 頭数 戸数 頭数

三田 34 374 54 ?9

三輪 23 157 izs .;

藍 30 223 io4 159

本庄 40 447 125 267

広野 97 1052 187 418

小野 32 134 iio 183

高平 35 165 isz 240

計 291 L552 :.: 1554

昭和45年 三田市農林課

が主 をなし,そ の他は瑾か である。 それで も純然た る農村都市であった頃に較べ

ると,事 業所 ・従業者 数 ・製造品出荷額 とともに格段の発展脅とげた もの とい う

べ きであろう。

三田市の商業は,第11表 の如 く商業統計調査結果でみ ると,小 売業が80%を 占

めてお り,食 料品 ・家具類 ・衣類が主である。これ らを県平均 と較べてみ ると,

1店 当 り売場 面積 は82.3〃 ノと6割 も広 く,従 業員1入 当 り売場面積 も24.5π ノと
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第10表 工 業 統 計

工 業

事業所数 (内従業員20人以上)
従業者
人
出荷額
万円

藍本・相野 17 (3) 389 236,381

広 野 37 (15) 1,224 1,267,305

高 平 17 (0) 28 .::

小野・小柿 19 (1) 205 49,080

三 輪 北 21 ($) 1,132 1,156,077

三 輪 南 18 (2) 143 90,456

三 田 26 (i) iss 31,621

計 155 (30) 3,277

昭和48年 三田商工観光課

同様6割 以上広いが,/ガ

当りの年 間販売額は27万

円と県 平均7割 しかない。

しかし市民1人 当 りの販

JV額 は290,400円 と4%

程 多 くなってい る。要す

るに,地 方都市の在町的

性格が よく示 されてい る

といえよう。

商業の中心地 は,も と

は旧三田町の本町通 り,

新町 。桶屋町であったが,国 鉄 ・私鉄の両駅が設けられた旧三輪町高次の駅前通

りが新しい商店衛として次第に発展をとげて,現 在のように活況を呈するに至っ

たので ある。

三 田市の交通は,

南 北 に縦貫す る国

鉄福知 山線(市 域

内14.5km)が 大動

脈であって,大 阪

・丹波方面への主

要ルー トとなって

い る。 そして神戸

方面へは神戸電鉄

(市域 内2.3km)ζ

バス,ま た広い市

域囚は国鉄の ほか

は私バ ス網(神 姫

バス86.3km)が 最

第11表 商業統計調査集計結果表

商店数 従業者数 年間販売額万円

総 計 708 2,565 1,288.953

卸 売 業 計 38 287 257,819

内

訳

一 般 卸 売 業

代 理 商 仲 介 業

32

6

279

8

257,819

一

小 売 業 計 670 2,278 1,031,134

内

訳

各 種 商 品 小 売 業

織物・衣類・身まわり品

食 料 品 小 売 業

飲 食 店

自動車 ・自転車小売

家具 ・建具 ・じゅう器

そ の 他 小 売 業

1

81

230

98

20

83

157

X

327

642

318

139

316

536

x

169,542

297,260

56,069

95,594

165,388

247,281

昭和47年5月1日 現在

も重要な手段 となってい るが,近 年 自動車の発展によって交通形態 は多少 変化し

た もの と思われ る。

交通の中心 をなすの は何 とい って も三田駅である。三田駅を中心 とす る旅客数

は年間約630万 人 で,そ の内訳は国鉄340万 人(54%),神 戸 電鉄110万 人(17%),

バ ズ180万 人(29%)で あ る21)0
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この よ うに旅客運輸の主力 をなす ものはやは り国鉄福知山線で ある。第12表 の

如 く,三 田 ・広野 ・相野 ・藍本の市内4駅 で1日 平均18,974人 を さばいてい る。

第12表 三田市内国鉄乗降客数(1日 平均)

年別

駅別

40 45 指 数(40年 刊00)

乗 降 乗 降 乗 降

三 田

広 野

相 野

藍 本

..:.

(s,oas)

1,445

(i,iss)

2,263

(1,992)

393

(304)

6,737

(5,028)

X

X

X

6,084

(4,453)

1,195

(943)

1,812

(1,488)

296

(234)

6,284

(4,453)

X

X

x

91

(ss)

83

(82)

80

(73)

75

(77)

93

($9)

X

X

x

計
10,787

(8,477)

10,838

(8.477)

9,387

(7,118)

9,587
(7,118)

87

C$4)

88

(84)

注:()内 は定期客で内書 き ×は不明 資料:三 田市政要覧

旅客の うち定期

客が14,236人 で

定期外 は4,738

人 で あるが,旅

客数は年 を追っ

て減少 して きて

お り,こ れは主

として定期客の

減少によるので

あ る。 この こと

は第13表 の市内

国鉄各駅旅客運

輸状況の年次変

化をみればよ り明 らかであろ う。 定期外旅客の増加 が各駅の一般的傾 向であるが,

定 期客は漸減 してい る。 これ は自動車交通の発達が影響 してい るものと考え られ

る。しか し,そ れに も拘 らず国鉄福知山線は三田市 にとって内外 と も6z要 な交

通の大動脈であ るこ とに変 りはない。

第13表 市内国鉄各駅別旅客運輸状況(乗 車人員)

轍区分 昭42 43 44 45 46 47

総 数
定 期
定期外

3,367,706

757,292

2,878,447

809,924

2,672,597

830,475

2,53&,198

873,303

2,411,906

942,033

2,298,771

945,736

三田駅 定期外
2,093,502

533,790

1,763,786

571,915

1,635,760

593,375

1,564,018

627,370

1,512,750

686,055

1,470,179

675,961

広野駅 定期外
425,399

::

375,489'

93,249

348,284

89,188

338,678

90,961

311,559

95,367

299,310

94,925

相野駅 定期外
728,609

113,876

635,484

123,991

596,075

126,629

544,961

130,887

494,233

135,055

449,689

148,876

藍本駅 定期外
120,196

21,463

103,718

20,769

92,478

21,283

88,541

24,085

93,364

25,556

79,593

25,974

資料:国 鉄各駅

神戸電鉄(運 輸 回数1日80回)の1日 平均乗降客数 を三 田 ・三田本町 ・横山の
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3駅 で み ると第14表 の如 くで6,184人 とな ってお り,国 鉄に較 べて3分 の1以 下

でしかない。 これは市域の南端部を神戸方 面に走 る路線であることが大 きな理由

であろ う。ただ年 次変化がほとん ど無 く横 ばいの数字であるのが注 目される。

第14表 神戸電鉄乗降客数(1日 平均)

年別

駅別

40 45 指数(40年=m)

乗 降 乗 降 乗 降

三 田

三田本町

横 山

900
(7ss)

419
(300)

1,879

(i,iis)

815

(677)

574

(387)

1.776

(1,080)

1,858

(i,iso)

386

(242)

798

(686)

1,707

(980)

553

(384)

882

(770)

48
(68)

109

(124)

235
(163)

48

(ss)

104

(101)

201

(140)

注()は 定期客で内書き 資料:神 戸市 ・三田市統計書

バス交通は,

阪 急バス もある

が市域 内ではほ

とん ど神姫 バス

が主力 をなして

いる。前述の如

く神姫 バス(運

行 回`x109,停

留 所数130)が

交通機 関の 中で

占める役 割はか な り大 きい ものが ある。第15表 の如 く1日 平均で5,000入 近 い旅

客の輸送 を受持 ってい るが,現 在の条件下ではい ささか飽和状態にあるとい うこ

とがで きよ う。

これ らの公共的

交通機関に対して,

市 内外の交通を近

年大 きく補 ってい

るものが 自動車交

通であろ う。その

実態を知 ることは

困難 であるが,第

16表 の 如 く自動車

第15表 市内私バス運輸状況

区
分

年
次

営 業

キ ロ数

(km)

駅 数

(個所)

一 日 平 均

運行回数
運 転

キロ数

乗 車 人 員

総i内 定期分

昭44

45

46

47

84.71201063,6794,5161,471

85.21271113,7274,6011,482

86.71301093,6724,9321,742

86.31301093,6704,6931,683

資料:神 姫バス三田営業所

台数の年次変化をみると近年の著しい増加の姿が うかがわれ,こ こよ りかなりの

自動車交通 を予想することができよう。

三田市の道路は国道176号 線(大 阪 ・福知山線)が 大動脈であって,大 阪方面へ

の連絡はこれが唯一の幹線である。 この道路は宝塚市を経由しており山聞を縫っ

て武庫川の狭隘部を通っているので代るものがない。従って宝塚に近づく程輻輳

し路面状況は混雑している。神戸方面へは神戸 ・三田線で結ばれているが,こ れ

も神戸に近 くなると混み,鈴 蘭台あた りからの停滞は近年の問題である。周辺地

域へは,主 要地方道西脇線 ・三田城東線などによって連絡されているが,市 域内
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第16表 市内 自動車台数 (単位 台)

車種

年次

乗 用 車 トラック(含 三 輪) 特 殊

自動車
軽自動車

バ ス

その他
計

普 通 小型 普 通 小 型

昭44

45

46

47

io

13

is

23

2,697

3,057

3,808

4,541

264

305

338

397

2,290

2,305

1,633

1,770

65

73

123

146

2,334

2,567

2,843

3,233

73

68

58

バ ス33

7,733

8.388

8.821

10,143

資料:摂 津財務事務所 ・市税務課

の道路状況 は広域な山間部 をかか えているので無理 もないが,決 して良好な状態

とはいえないものである。

しかし,近 年 この交通事情Zz大 きな変革が訪れよ うとしている。それ は中国縦
22)

貫 自動車道の開通であ り,近 畿自動車道舞鶴線の計画であ り,さ らに第二六 甲 ト

ンネル によ る神戸 ・三宮 との時問短縮の計画であ る。中国縦貫道路がで き北神 イ

ンターチ ェンジが設け られ ることに よって三 田市 は,大 阪方面に もう一つの大動

脈が得 られ ることとな り,ま た丹波 ・但馬方面への中継基地 としての有利 さを一

段 と確 保で きることとなろう。 なお第二六甲 トンネルの実現bzよ って神戸 ・三田

間は30分 圏内4z入 ることになり,こ こに大阪 ・神戸 との連絡がよ り密接 にな るこ

とが期待 される。国鉄福知 山線は現在単線で所要時間 も距離の割に要してい るが,

三 田 。宝塚 閭の複線化計画 も進 んでい る。また神戸電鉄 の増強計画 もあ り,こ れ

らによって神戸 ・大阪か ら近距離 にあ り阪神地域の外縁部 にあ りなが ら,山 間の

地方都市で しかなか った三 田市 も,阪 神都市圏 とよ り濃密 な交流を得 ることとな

ろ う。

5

以上は三田市について釶誌的に概観し静態的にその現状を眺めたのであるが,

現在三田市はその立地 と環境の諸条件よりさまざまな行政的計画の中において独

自の役割をもつ ものとして位置づけられている。これ らをさしおいて三田を語 る

ことは現実を無視するという非難を免れ得ないであろうし,現 代の地域社会にお

いては地域の交流や外部的影響力を考慮に入れずして,地 域の本当の姿を知 り得

ない。それ故,こ こに三田市をとりまく将来計画についていささか眺めてみるこ

ととする。

まず,近 畿圏整備計画において,三 田市は近郊整備区域に用途づけられ阪神都



is

市圏の一環 として考えられている。すなわち,京 阪神都市圏の中心部からおよそ

50kmの 圏内にあり,京 阪神都市圏と密接な関連があり,計 画的に市街地化する必

要があ り,産 業 ・人口の集積が可能である地域とされているのである。大都市圏

の拡大による急速な市街化に対処するため,都 市整備の必要が要求されて近郊整
23)

備区域が考 えられている。近畿圏基本整備計画によると,「西神戸 ・北摂丘陵地 ・

奈良盆地等の近郊地域の外周部においては,未 開発の地域がかなり残されている

が,今 後無秩序な団地スプロールの生じるおそれがあるので圏内他地域 との連け

いを考慮し,住 宅のほかに生産 ・流通 ・研究 ・教育等の都市機能を有する独立性

の強い大規模都市開発を計画的に促進する」 というのである。三田市はこのよ う

に大都市圏の拡大Fz伴 う宅地開発 ・工業団地の遠隔化とい う課題の中で,極 めて

高い開発潜在能力を有するものと位置づけられているのである。24)

っぎに阪神都市圏における三田市の役割を,県 勢振興計画によると,「 近郊地

域については臨海部の既成市衝地から分散する人口・産業を適正に受け入れる体

制を整え,恵 まれた自然と豊かな生産緑地との調和に留意しつつ,計 画的な市街

地開発を促進する。そのための拠点 として,住 宅 ・工場 ・業務地 ・研究学園など

を有機的に結びつけたニュータウンを三田地区および神戸市西神地区に造成する」

としている。 このように三田市の役割は,こ れまでの阪神地区との結びつ きを生

かしながら阪神都市圏の臨海地帯の過密化と膨脹に伴ってのその流出を受 け入れ

ること,自 然 を生かしたニュータウンと,文 化拠点や集約的な工場団地な どを組

み合せた核心都市を形成することである。
zs)

さらに三田市の将来とるべ き基本的方策に関しては,三 田市総合計画基本構想

によると次の如 くである。 「三....大 都市近郊に位置しながら地形的障害や交

通条件か ら,都 市化の影響はあまり受けず,久 しく内陸盆地としてとり残 されて

きた。しかし,こ こ数年来社会経済上の急速な進展に伴ない,と くに中国縦貫自

動車道や南部丘陵地における北摂ニュータウンの建設を契機に新たな発展へ,広

大な面積を生かした望ましい地域 としての新しい都市づくりの期待は大 きい。ま

たそれだけに多くの政策課題 をかかえている。基本構想の目標年次はおおむね昭

和65年 とし,そ の想定人口は20万 人とする。土地利用は市域全体の均衡と調和の

とれた ものとし,三 輪地区南部より相野地区中心部を結ぶ地帯を境界に,南 部市

街化区域およびその周辺 と北部および西部農村区域に区分して,武 庫川沿岸地帯

は重要な緑地地帯とする。南部市街化区域およびその周辺は商業業務 ・レクリェ
ーション・研究学園などの施設 ・機能 と結びついた特色ある市街地形成地区とし,

周辺の農地は生産緑地として保全し高度かっ多様な自然と文化の環境 をつ くり出
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す 区域 とす るJと 概略 この よ うに述べ られている。

これ らの大 きな展望の中にあって,現 在の三田市に とって最 も具体的であ り大

きな関連のある ものは北摂 ニュータウンの計画であ る。北摂 ニュmウ ン計 画の

目的は近畿圏整備計画 ・兵庫県の県勢振興計画および神戸市 ・三田市の総合基本

計画に基づ く北摂北神総合開発計画 によ り,阪 神間に激増す る住宅宅地の需要を

緩和しつ つ,背 後地丹波但馬地域開発の拠点 とすべ く大規模 な住宅地 ・工業 団地

を一体 的にニ ュータウンとして三田市に建設することであ る。
2E)北

摂 ニュータウン計画の概要 は,三 田市南西部の丘陵地帯 に兵庫県と日本住宅

公団が住宅地区tzあ わせて工業団地 も配置したいわゆ る 「職住近接方式 」の団地

を地元三 田市 と協力して建設す るのである。 これ らと併せて周辺農業地帯の改良

事業,三 田既成市街地の都市改造な どを行 うことによって,新 開発 と既存社会 と

の調和の とれた総合 開発 を目指している。造成計画は,3住 宅団地 ・1工 業地区

にセ ンター用地 ・教 育 ・医療 ・交通 ・公園その他研究学園 などの公益公共の施設

用地 を含めて,総 面積は1,244ha,計 画入 口は128,000人,戸 数は3,500戸 で工場

は40～60社 を予定し,昭 和58年 入居完了 としてい る。3っ の住宅団地の うち南

地区 は国鉄三田駅 ・神鉄横山駅 に2～3km,中 央 地区 は国鉄 広野駅に2～3kmと

近接 し,中 央区の西 に隣接して西地区が あり,こ れ ら3住 宅団地の北方 に北地区

の工業団地が配置 され てい る。その詳細は第17表 の如 くであるが,そ の性格は阪

第17表 北摂 二3タ ウンの概要

地区

区分 北摂南地区 北摂中央地区 北摂西地区 北摂北地区
(工業団地)

合 計

施 行 者 兵庫県 日本住宅公団 兵庫県 日本住宅公団

計画面積 339hu 603h¢ 159h¢ 143ha 1,244加

計画人口 42,000人 70,000人 16,000人 128,000人

計画戸数 約35,000戸 40社 ～60社

住 区 数 ・住区1・ 駆1・ 躯 15住 区

神都市圏の動向によ って規定 され,ま た三田市域内であ るので既成市街地 との機

能分担 も問題 となるであろう。 また この点については,北 摂 ニュータウンの南部

にっつ く神戸市北部の北神 ニュータウンの住宅団地群 との関係 も微妙な ものがあ

ろう。

北摂 ニュータウンyz伴 う整備事業 として国鉄福知山線の複線 ・電化が決定 され,

ニ ュータウン乗入れの新線 も予定 されてい る。また神戸 電鉄の有馬 ロー三田聞の
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複 線 化 ・輸送増強計画 も併行して予定 されている。公共公益事業 として青野 ダム

(上 水道)の 建設,広 域下水道の建設,河 川改修,教 育施設(小 学 校15・ 中学7・

高校5)な ど も考え られてい る。 道路 も,既 に述べ た中国縦貫 自動車道 ・近畿 自

動車道路舞鶴線の ほか,三 田市北部か らニュータウン内を南下 し神戸に抜 け る西

神線,ニ ュータウンと三田駅 を結ぶ幅員28mの 幹線道路の三田幹線 などが計画 さ

れてい る。

6

ひ るがえって三 田市の現況を考 えてみるのであるが,大 部分は既に地誌的概観

において触れた ところであ るので,問 題 をしぼって検討したい。

三田市は町村合併促進法によって誕生 したいわゆる新市であ るので,い ささか

人為的な行政的市域 をかかえこんだ弱い成立基盤を もっている。南は六甲山,東

は武庫川の狭隘部 とい う地形的障害に加 えて,周 辺部に山間の広い農村地域 を擁

して,交 通事 情は余 りに も不備であ った。 しか し,こ の ことが一方では都市化の

強烈な怒涛の 波に圧倒 され ることを防いで,大 都市の近 くにありなが ら田園都市

の景観 を保ち地方都市の在町的性格 か ら脱 し得ずして今日に至 った理由 ともなっ

てい る。すなわち大 阪 ・神戸か ら近距離にあ り,当 然阪神都市 圏の一部 となるべ

き運命におかれなが ら,ベ ッ ドタウンFzは な り切れなかったのである。、

旧有馬郡の残存 した北半を市域 とし,中 心市街地の三田 ・三 輪地区が その南端

cz位 置す ることは,都 市構成 として も都市生活圏 として もかな り不 自然 な要素 を

もっていることは否定できない であろ う。現 に旧有馬郡内の交流はかな り強 く,
27)

神 戸 電鉄の域内流動人口は87%で,北 摂北神 二,xタ ウン計画 を考 えて も神戸市

の都市勢力の北進が強 く感 じられ る。

従来の三田市は二重構造的な都市性格 で,兵 庫県下でいえば姫路市 ・洲本市 ・

豊岡市 と相似した都市で あった。阪神都市圏にきわめて近距離で あることを考え

れば奇異の感 もあるが,既 述の如 く立地条件がかかる結果 を もた らした もの と考

えられ る。 すなわち地方都市三田の求心力 と大都市の遠心力のバ ランスの中に三

田市は存立した もの とい える。

三田市 は長 らく結果 として停滞的な様相 を呈 して今 日に至 った。 この ことは市

制施行以来の人口の推移 をみる ことによって明 らか であろ う。第18表 にみ る如 く,

市 制施行以来 さして増加 もせぬかわ り過疎的減少 もみ られないのであ る。 この こ

とは ごく最近 の人 口推移 をみて も同様で,X19表 の 如 く昭稲46年 以来33,000人

台 の人口を保っており,女 が男 よ り多 い点 も変 りがない。 また人口動態 をみ て も,



19

第18表 人 口の推移
(注)昭 和35.40.45年 は 国 勢 調 査

そ の他 は10月1日 現 在 の推 計

区分 人 口 自然 動 態 社 会 動 態
世帯数

年度 総 数 男 女 出 生 死 亡 転 入 転 出

昭33 32,67315,80216,8716,8685273141,0751,193

34 32,56615,78916,7776,8195942761,0281,445

35 32,52815,79416,7346,7265052481,1351,467

36 32,39215,73816,6546,8834862721,1081,415

37 32,26615,67016,5967,0144802731,1851,519

38 32,10415,58416,5207,1084332491,1461,489

39 32,39515,74116,6547,2854442811,7161,580

40 32,26515,58216,6837,0644782531,3141,546

41 32,23715,64816,5897,4263282791,2681,542

42 32,25815,66516,5937,5034792751,3901,470

43 32,40515,76316,6427,5984792501,4631,518

44 3L,64415,92616,7187,8604962661,6091,638

45 33,09016,13516,9557,7435132561,6651,645

46 33,40316,36417,0398,3775732531,8731,597

47 33,57816,41617,1628,6055822721,5331,838

¢$f33,75415,44317,3118,723593 _2661,5931,744

資料:市 民課

第19表 最近の人口推移 資料:市 民課

年 月 世帯数 人 口 男 女 年 月 世帯数 人 口 男 女
.

昭46.1 8,144 32,976 16,125 16,851 昭47.11 :. 33,545 16,393 17,152

2 8,173 33,045 16,158 16,887 12 8,620 33,544 16,376 17,168

3 8,232 33,112 16,205 26,907 48。1 8,535 33,574 16,398 17,176

4 8,260 33,228 16,258 16,970 2 8,643 33,5?0 16,407 17,163

5 8,296 33,255 16,281 16,974 3 8.656 33,518 16,389 17,129

6 8,312 33,271 16,290 16,981 4 ..: 33,561 16,384 17,177

7 8.350 33,349 16,338 17,011 5 :.: 33,599 16,397 17,202

8 8,364 33,371 16,354 17,017 6 8,706 33,651 16,417 17,234

9 8,377 33,403 16,364 17,039 7 8.700 33,657 16,400 17,257

io :. 33,431 16,371 17,060 8 8.719 33,748 16,445 17,303

u 8,418 33,499 16,403 17,096 9 8.723 33,754 16,443 17,311

12 8,430 33,539 16,419 i7,iao 10 8,742 33,754 16,453 17,301

47.1 8,441 33,579 16,448 17,131 11 8.753 33,748 16,461 17,287

2 8,467 33,562 16,426 17,136 12 8,750 33,742 16,447 17,295

3 ... 33,473 16,365 17,108 49.1 8.750 33,711 16,420 17,291

4 8.555 33,475 16,341 17,134 2 8,768 33,735 26,437 17,298

5 8.561 33,486 16.337 17,149 3 .: 33,727 16,442 17,285

6 8.584 33,539 16,370 17,169 4 8,809 33,793 16,454 17,339

7 8,587 33,554 :: 17,166 5 :: 33,821 16,472 17,349

8 8,583 33,544 1&,395 17,149 s 8,837 33,832 zs,479 17,353

9 8.605 33,578 16,416 17,162 7 :: ::・ 16,495 17,394

io 8.619 33,581 16,424 17,157 8 :. 33,920 16,523 17,397
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第20表 最 近 の 入 口動 態 資料:市 民課

自 動 動 態 社 会 動 態
年 月
出 生 死 亡 増 減 転 入 転 出 増 減

人口増減

昭47.74926 23 xoi 109 一81115

8149119 30 iiz 152 一4U11-10

9158116 42 117 125 一81134

10148122 2E 119 142 一23113

11148130 18 S9 143 一5411-36

12!52120 32 !90 123 一3311-1

47年 計582272 310 1,5331,838 一305115

昭48.16124i37

23822116
1
}ll611221竃1髭13°-4

35929・ ・i}・ ・52971-82-52

4411922}2242032143
546252111601431738
6492029h291062352

191541231311i11611411-25116

8153115138111411881531191

914411712711721931-21116

1014612$!181111811361-18110

1143349121136-15-6

121471231241111911491-3011-6

48年 計5812793021,6531,757-104198

昭49.158273179141-62-31

2145!21124111081108101124

31621281341120112431-4211-8

41391401011126912021671166

5143122121111431136171128

6i44123f21itl1011201-101111

715213212011119182137i157

8148119i29111091107121131

第20表 の如 く,自

然増餌流出人 口を

補 ってほぼ停滞で

現状維持 とい う姿

を保って きたので

ある。

三田市の都市 と

しての成長力 は微

弱ではあったが,

地 方中心 としての

求心性はかな り強

く,都 心部の三 田

・三輪地区 は順調

4z発 展したのであ

る。 しかし,都 市

としては広 い市域

をかか えて無 理 も

ないが,近 代都市

の要件 に欠 ける点

は少な くなか った。

いま1つ の指標 と

して上水道 をみ る

に,第21表 の 如 く

給水人 口は19,800

人,給 水戸数4,199

戸 で,全 人 口の6

割 に達 しない。 こ

れは第22表 の5ケ 所 の簡易水道 を加 えて も7割5分 であって,あ とは井戸 その他

によ って自給 してい るのである。青野 ダムの完成 によ り大原地 区の一 部がその恩

恵 を受 けるが,と も角三田市の 都市的形態はこの上水道の普及状況によって もよ

く示 されているであろ う。

要 す るに三田市の現況は,三 田 ・三輪の市街地を中心 とした三田盆地&z,そ の

周辺の広 い農 村地域 を擁して,過 疎 にはな らない代 りに都市的な発展を大 きく望
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第21表 上水道施設の現況 (昭和49年3月 末現在)

区 分 上 水 道

施 設 名

(水 系 別)

〈 創 設〉

△ ≡レロ
ロ脚

古 城 浄 水 場

(武 庫 川)

〈512.11.1>

下 山浄 水 場

(選 庫 川)

<542.12.26i

山 田 浄 水 場

(山 田 川)

<X43.12,8>

給水 能力喚
8.800 3,000 i,zoo 4,600

給 水 人 口 ':!1

給水戸数(戸) 4,199

資料:水 道課

第22表 簡易水道施 設の現況 (昭和49年3月 末日現在)

区 分 簡 易 水 道

施 設 名

(水 系 別)

〈 創 設 〉

合 計
相 野 地 区

(武庫 川)

S36.3.31

広 野 地 区

(青 野 川)

S34.2.24

池 尻 地 区

(貯水 池)

S33.3.20

鈴 鹿 地 区

(羽 東 川)

S33.3.23

沢谷地区

(地下水)
　

給 水 能 力

襁

給 水 人 口

給水戸数(戸)

1,224

5,978

1,224

590

3,100

650

420

2,100

407

ioo

343

67

54

335

・・i

60

ioo

30

'資 料:水 道課

めない停滞的様相 に,市 制施行以来10数 年 を過 してきた もの とい える。 しかし,

鉄 道や道路な どによ るm条 件の整 塒とともに大 きな変革の時期にさしかかって

いることは事実であろ う。

結 ぴ

このような三田市が今度 どのような進路をとり,そ の道を歩んでいくかは甚だ

注目され るところである。近年の都市化の進展は著し く,大 都市の膨脹発展は留

まるところを知 らぬかに見え,大 都市圏の周縁地域に及ぼす影響は好むと好まざ

るとに拘らず甚だ大きな ものがあった。 しかし,余 りの膨脹発展はさまざまな環

境破壊や公害をもたらし,交 通難や相つぐ事故に自己矛盾を露呈した面も少なく

なかった。しかも最近の経済事情の急激な変化により,開 発や建設関係の展開は

大きなブレーキがかか り,無 秩序な膨脹の施策は大きな反省が求められる事態と

なっている。

ζうした諸情勢にも拘らず,三 田市は大都市近郊に位置し豊かな自然と無限の
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可能 性を もっているので,阪 神都市圏の影響 は依然 として強大であ り,今 後 どの

よ うな展開 をみせてい くのか,重 大 な岐路に立た されているといえる。 自立的な

田園都市 として内陸の中核 としての役割 を果 してい くのに留ま るのか,あ るいは

阪神都市圏に包摂 されてベッ ドタウン化 してい くのか,大 いに関心の持 たれ ると
'

ころである。

既 に行政的にはさまざまな地域開発の計画が もたれ,そ の一部は着々 と実現の

歩 を進 めてい るもの もあ り,今 後の三 田市の変貌 はいずれにして も避け られぬ も

のとい うべ きであろう。三田市総合計画基本構想 に盛 られてい るよ うな,自 然環

境 との調和の とれた豊か な人間的な文化環境の実現 こそは,い かなる場合 におい

て も最 も重要な課題 であろ う。
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